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1
東
日
本
弥
生
式
丈
化
の
性
格
－
・
・

坪

井

清

足

　
弥
生
式
土
器
が
農
耕
文
化
の
所
産
で
あ
っ
た
と
い
う
事
は
既
に
一
般
の
常
識

と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
土
器
に
つ
い
た
籾
あ
と
が
に
最
初
発
見
さ
れ
た
東

北
地
方
の
弥
生
式
土
器
研
究
は
、
そ
の
後
研
究
の
重
点
が
西
日
ホ
に
移
行
し
た

の
に
伴
っ
て
い
つ
し
か
等
閑
に
附
さ
れ
、
現
在
な
お
究
明
さ
れ
ね
げ
な
ら
ぬ
幾

多
の
聞
題
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
申
で
、
東
日
本
弥
生
式
土
器
、
或
は
か
つ
て

接
触
式
土
器
と
よ
ば
れ
て
い
た
縄
文
の
あ
る
弥
生
式
土
器
の
示
す
多
軸
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
天
王
山
　
遺
蹟
の
そ
れ
を
取
扱
5
こ
と
に
よ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
1

　
天
王
山
造
蹟
は
福
轟
県
白
河
市
久
田
野
に
あ
る
。
奥
羽
街
道
の
白
河
の
関
近

く
に
あ
た
り
、
現
在
東
北
本
線
白
河
駅
か
ら
東
へ
約
一
一
粁
、
白
河
盆
地
の
略
々

申
央
部
に
孤
立
し
た
丘
陵
の
上
に
あ
っ
て
、
西
爾
に
那
須
火
山
群
を
仰
ぎ
、
南

に
阿
武
隈
川
の
流
れ
を
の
ぞ
ん
で
海
抜
四
〇
七
皿
、
心
地
の
平
垣
部
か
ら
の
比

高
約
八
O
m
の
地
点
に
あ
る
。

　
こ
の
遺
蹟
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
五
年
二
月
、
開
墾
に
よ
っ
て
土

慕
片
の
採
集
を
見
た
の
が
端
緒
で
、
当
時
白
河
農
業
高
校
の
藤
田
定
市
氏
の
手

で
遺
物
の
蒐
集
、
及
び
現
地
の
調
査
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
同
市
の
郷
土
史
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

岩
越
二
郎
氏
の
援
助
を
得
て
研
究
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
年
初
頭
に
至

り
、
は
か
ら
ず
も
日
本
考
古
学
協
会
弥
生
式
特
別
委
員
会
の
仕
事
の
一
端
と
し

て
、
か
ね
て
か
ら
興
亜
深
く
思
っ
て
い
た
此
の
遺
蹟
の
弥
生
式
土
器
を
実
測
す

る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。

　
遺
蹟
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
既
に
藤
田
氏
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の

に
、
こ
の
た
び
聞
き
得
た
事
を
加
え
て
概
略
を
記
す
に
留
め
る
。

　
遺
蹟
は
天
王
山
（
俗
称
）
の
頂
上
、
三
反
歩
程
の
ほ
ぼ
平
坦
な
地
域
一
帯
で
、

ほ
ぼ
三
角
形
を
呈
し
、
・
丘
陵
は
東
側
に
相
当
急
な
傾
斜
を
有
し
、
南
・
西
に
や

や
緩
い
傾
斜
で
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。

　
発
掘
は
二
回
に
亙
っ
て
行
わ
れ
た
。
第
一
回
の
調
査
は
即
ち
発
見
指
数
ケ
月

（50）



を
費
し
て
行
わ
れ
た
。
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
土
器
が
群
在
し
た
処
が
あ
っ
た

の
を
、
各
々
A
か
ら
R
ま
で
の
地
点
記
号
を
つ
け
て
い
る
．
．
第
二
回
目
の
調
査

は
同
二
十
五
年
十
一
月
頃
、
福
島
県
教
育
委
員
会
と
協
同
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
丘
頂
の
三
角
形
の
各
辺
に
平
行
に
三
本
の
ト
レ
ン
チ
を
掘
っ
て
各
々
A
、
、

8
、
C
ト
レ
ン
チ
と
名
付
け
た
q

　
現
在
蒐
集
さ
れ
て
い
る
遺
物
は
第
一
回
の
発
掘
に
よ
る
弥
生
式
土
器
が
大
部

分
で
あ
る
。
其
他
に
は
相
当
量
の
米
、
親
等
の
植
物
性
遺
物
や
、
若
干
の
土
製

紡
錘
車
、
玉
器
、
石
器
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
遺
物
が
包
含
さ
れ
て
い
る
の
は
、
全
般
に
現
地
表
下
五
〇
～
六
〇

Q臆

ﾌ
厚
さ
の
騰
蝕
土
下
部
と
、
そ
れ
に
続
く
粘
土
層
と
の
境
目
で
あ
っ
て
、
大

小
の
土
器
が
粘
土
層
上
に
直
立
し
、
或
は
横
倒
し
の
恰
好
で
、
焼
土
や
木
炭
の

固
り
等
と
一
緒
に
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
ら
に
明
ら
か
に
人
聞
が
火
を

焚
い
た
あ
と
と
思
わ
れ
る
状
態
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
第
二
図
の
発
掘
に
際
し

遺
蹟
の
南
端
に
近
い
部
分
で
発
見
さ
れ
た
櫨
肚
の
他
に
は
、
明
確
な
住
居
地
の

範
囲
を
示
す
も
の
は
今
迄
の
蚕
蛾
禺
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
粘
土
層
上
至
る
処

無
秩
序
に
、
径
一
m
～
数
㎝
の
穴
が
5
が
た
れ
て
い
る
。
か
か
る
状
態
か
ら
推

し
て
、
此
の
遺
蹟
を
或
ひ
は
大
和
の
癒
古
、
常
陸
の
女
方
な
ど
に
見
ら
れ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
と
同
様
な
貯
蔵
庫
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
向
き
も
あ
っ
た
し
、

或
は
又
、
藤
田
氏
な
ど
は
遣
蹟
の
占
め
る
位
羅
に
着
目
し
て
祭
祀
遺
蹟
説
を
唱

え
て
居
ら
れ
た
様
で
あ
る
が
、
何
れ
も
肯
定
し
難
い
。
何
故
な
ら
遺
蹟
全
般
の

　
　
　
　
　
源
…
島
県
天
王
爾
遺
蹟
の
弥
生
式
土
器
（
坪
井
）

状
態
、
即
ち
、
櫨
駈
を
は
じ
め
、
散
在
す
る
明
ら
か
な
焚
火
の
あ
と
や
、
そ
の

す
ぐ
傍
ら
に
A
、
H
、
，
M
各
地
点
の
如
く
数
箇
の
土
器
が
列
を
な
し
て
置
か
れ

て
い
る
と
い
う
状
態
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
貯
蔵
魔
と
も
祭
祀
遺
蹟
と
も
認
め

に
く
く
、
や
は
り
一
般
的
な
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
、
よ
り
妥

当
「
で
は
な
い
か
と
思
5
。

　
　
　
　
　
　
■

　
本
節
で
は
前
述
の
様
な
状
態
で
出
土
し
た
土
器
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
本
遺
蹟
発
見
の
土
器
は
全
て
弥
生
式
土
器
で
、
以
下
器
形
、
文
様
等
に
分
け

て
説
朔
し
よ
う
。

　
A
、
器
　
　
形

　
先
ず
器
形
と
し
て
は
壼
形
土
器
と
、
樹
形
土
器
、
小
形
墨
形
土
器
（
第
三
図

3
3
）
お
よ
び
高
品
形
土
器
（
第
四
図
3
4
－
3
7
）
に
大
別
出
来
る
。

　
そ
の
野
壷
形
土
器
は
更
に
装
飾
の
豊
か
な
壷
形
土
器
④
（
第
一
図
3
i
1
4
）

と
、
装
飾
の
少
い
通
常
大
形
の
壷
形
土
器
⑥
（
第
二
百
1
5
1
1
9
）
お
よ
び
注
口

土
器
④
（
繁
一
図
エ
・
2
）
と
に
分
け
ら
れ
、
同
盟
轡
形
土
器
も
亦
装
飾
の
豊

門
な
も
の
④
（
第
三
図
2
0
i
3
0
）
と
纒
文
の
み
の
も
の
㈹
（
第
三
図
3
1
・
3
2
）

と
に
区
鋼
さ
れ
る
。

　
董
形
土
器
に
通
じ
た
特
色
は
、
何
れ
も
明
確
な
円
筒
形
に
近
い
頸
部
と
、
そ

の
上
に
外
反
し
た
厚
い
口
縁
部
を
も
つ
こ
と
一
（
1
・
1
4
）
は
例
外
的
な
も
の

一
で
あ
る
。
口
緑
部
に
は
山
形
突
起
が
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
数
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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第四図　天王山出土高杯形土器

一
箇
の
も
の
か
ら
1
0
の
様
に
七
箇
以
上
と
考
え

ら
れ
る
も
の
ま
で
種
々
あ
り
、
奇
数
で
あ
る
事

が
多
い
。
中
に
は
、
土
器
の
正
面
を
意
識
し
て

不
均
等
に
配
列
さ
せ
た
例
（
2
）
も
見
ら
れ
る
．
、

小
形
の
も
の
に
は
口
縁
部
の
一
方
を
片
口
状
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

作
っ
た
例
（
8
）
も
二
・
三
発
見
さ
れ
て
い
る
。

胴
部
は
球
状
に
近
い
も
の
（
3
・
4
）
も
あ
る

が
卵
形
に
近
い
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
底
部

は
や
や
上
底
に
な
っ
た
安
定
し
た
平
底
が
普
通

で
、
例
外
的
に
は
糸
底
風
に
な
っ
た
も
の
（
3
）

や
、
丸
底
の
も
の
く
1
）
も
見
ら
れ
る
。
底
部

に
は
往
々
木
葉
の
圧
痕
が
見
ら
れ
、
縄
文
の
施

さ
れ
た
も
の
（
3
8
）
や
、
布
目
底
も
各
一
例
知

　
　
　
　
④

ら
れ
て
い
る
。

　
注
口
土
器
◎
は
、
丸
底
で
巾
着
形
の
器
形
を

持
つ
も
の
（
1
）
と
、
通
有
の
壷
形
土
器
に
注

口
を
つ
け
た
も
の
（
2
）
の
こ
例
が
あ
る
。
何

れ
も
胴
部
に
注
ロ
ー
現
在
は
欠
損
し
て
い
て

完
形
を
知
り
得
な
い
が
、
他
遺
蹟
の
例
か
ら
見

て
余
り
長
か
っ
た
と
は
思
え
な
い
一
を
有
し
、

…
福
島
県
天
王
山
遺
蹟
の
弥
生
式
土
阻
僻
（
坪
井
）

注
口
の
左
右
に
帯
状
の
突
帯
部
を
持
っ
て
い
る
。

　
甕
形
土
器
④
の
多
く
は
肥
厚
さ
せ
、
雲
外
反
し
た
明
確
な
口
三
部
を
持
っ
て

い
る
。
広
ロ
講
書
土
羅
様
の
も
の
（
2
5
・
2
6
）
も
あ
る
が
、
2
3
と
の
関
連
か
ら

此
類
に
含
ま
し
め
た
。
口
縁
部
は
一
般
に
数
箇
以
上
の
突
起
を
持
つ
が
、
平
坦

な
口
話
の
土
器
（
2
8
）
も
皆
無
で
は
な
い
。
2
0
は
五
箇
の
山
形
突
起
の
外
に
一

箇
の
片
口
状
の
突
起
を
有
し
、
同
様
の
も
の
が
他
に
も
一
一
・
三
例
見
ら
れ
る
。

底
部
は
壷
形
土
器
と
同
様
、
上
底
風
の
平
底
で
あ
る
が
、
台
付
甕
形
土
器
で
あ

っ
た
事
を
示
す
も
の
（
2
0
）
も
あ
る
。

　
甕
形
士
器
⑥
の
雛
形
は
至
っ
て
単
純
で
、
口
縁
を
僅
か
に
肥
厚
さ
せ
た
と
覚

し
き
も
の
（
3
1
）
や
、
口
縁
が
く
字
形
に
外
反
し
た
も
の
（
3
2
）
等
あ
る
が
、

此
類
は
完
形
を
知
り
得
る
も
の
が
少
い
。

　
小
型
鉢
黒
土
羅
①
は
大
き
く
外
反
し
た
野
縁
を
持
つ
土
器
で
、
二
個
ず
つ
対

に
な
っ
た
四
箇
の
山
形
突
起
の
外
に
一
箇
所
大
き
く
片
口
状
に
作
ら
れ
た
部
分

を
持
っ
て
い
る
。
胴
部
下
端
に
は
三
三
の
忍
所
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
凹
部
に
ご

孔
一
対
の
孔
が
底
面
に
向
け
て
斜
に
う
が
た
れ
て
い
る
。

　
高
面
形
土
器
④
は
、
円
筒
形
の
脚
部
に
朝
顔
型
に
開
い
た
脚
端
部
を
有
し
、

杯
部
は
漏
斗
状
に
作
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
杯
部
の
判
明
す
る
三
例

と
も
口
縁
の
一
方
が
片
口
状
に
作
ら
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
．
、
脚
部
に
す

か
し
の
あ
る
も
の
（
3
7
）
も
一
例
見
ら
れ
た
．
、
完
全
に
遺
っ
て
い
る
の
は
小
型

の
一
例
（
3
4
）
の
み
で
あ
る
が
、
何
れ
も
脚
部
に
比
し
て
杯
部
が
大
き
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五

（o一’5）



　
　
　
　
　
一
裾
画
蛎
県
天
王
山
遣
舳
頭
の
弥
生
式
土
㎜
褥
（
輝
井
）

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
B
　
丈
　
　
様

　
本
遺
蹟
の
土
器
の
交
響
を
最
も
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
二
本
の
沈
埋
で
区
切

つ
た
聞
を
、
上
下
よ
り
交
互
に
刺
突
し
て
作
っ
た
波
状
帯
文
一
以
下
刺
突
波

　
　
　
　
⑤

状
文
と
呼
ぶ
一
で
、
各
種
器
形
の
口
縁
部
下
端
の
装
飾
に
最
も
多
く
（
1
・

4
1
6
・
8
・
1
0
・
2
0
－
2
3
・
3
3
）
、
口
縁
外
側
の
主
文
と
し
て
（
4
・

6
・
2
0
・
2
4
）
、
或
は
胴
部
文
様
の
上
下
の
界
電
文
と
し
て
（
4
・
1
2
・
2
5
）

も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
壷
形
土
器
④
、
及
び
注
口
土
器
⑨
に
は
ロ
縁
部
の
外
に
頸
部
に
主
丈
の
あ
る

も
の
（
5
。
7
・
9
－
1
1
・
1
3
）
と
肩
摩
に
点
鼻
の
あ
る
も
の
（
2
－
4
・
6

・
蟷
）
が
あ
る
、
、
口
縁
部
の
文
様
と
し
て
は
、
山
［
形
突
起
の
カ
τ
ブ
に
沿
つ
，
た

上
向
き
の
連
続
弧
線
交
，
（
2
・
ユ
0
）
、
或
は
ジ
グ
ザ
グ
丈
（
6
・
9
）
等
が
見

ら
れ
る
が
、
口
縁
下
端
に
刻
目
を
つ
け
た
だ
け
の
簡
単
な
も
の
（
3
4
山
－
0
1
）
も

．
あ
る
。
胴
部
は
刺
突
波
状
文
だ
け
の
例
（
7
）
屯
あ
る
が
、
一
般
に
は
上
下
に

設
け
た
界
線
を
基
底
と
し
て
、
半
円
或
は
三
角
文
を
連
続
的
に
対
置
さ
せ
（
2

・
6
・
1
1
）
、
文
様
間
の
空
間
に
菱
形
、
又
は
杏
仁
形
を
入
れ
た
も
の
（
2
・

6
）
や
、
上
下
の
界
帯
の
聞
に
電
光
形
の
文
様
を
同
方
向
に
置
い
た
も
の
（
4
）
、

更
に
は
縄
交
式
晩
期
の
所
謂
工
字
文
類
似
の
文
様
を
配
し
た
も
の
（
S
）
等
が

あ
る
．
、
通
じ
て
箆
描
と
磨
消
縄
文
が
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

鯛
部
文
様
帯
の
下
端
は
ジ
グ
ザ
グ
或
は
連
続
弧
線
文
で
飾
る
事
が
多
い
（
1
。

五
六

3
・
4
・
9
－
1
2
）
門
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
以
上
の
外
に
、
太
い
箆
描
沈
線
に
刺
突
文
を
撫
え
て
鋸
歯
状
に
し
た
線
や
小

さ
な
竹
管
交
列
を
用
い
た
も
の
（
1
）
が
見
ら
れ
る
。
半
裁
哲
理
に
よ
る
連
続

弧
文
を
重
罪
に
列
べ
た
も
の
（
1
2
）
や
櫛
描
き
で
機
具
遮
続
弧
文
を
現
わ
し
て

い
る
も
の
（
1
3
）
等
は
、
何
れ
も
本
遺
蹟
と
し
て
は
例
外
的
な
平
様
で
あ
る
。

　
大
型
壷
形
土
器
働
で
は
頸
部
以
外
の
全
面
に
縄
文
を
施
し
た
だ
け
の
も
の
が

多
い
が
、
縄
文
の
廻
転
方
向
を
変
え
る
事
に
よ
っ
て
装
飾
に
変
化
を
与
え
た
も

の
が
見
ら
れ
る
。
1
7
は
頸
部
に
二
段
、
二
本
つ
つ
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
、
1
9
で
は

口
縁
下
端
に
刺
突
丈
列
を
有
っ
て
い
る
。

　
甕
形
土
器
④
は
壷
形
土
器
㈲
と
同
じ
く
豊
富
な
装
飾
を
持
つ
土
器
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
）

。
縁
部
は
壷
形
土
器
と
同
じ
方
法
で
施
茎
ご
れ
て
い
る
が
、
璽
半
煮
の
丈
様
ω

に
は
少
し
く
異
っ
た
点
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
壷
形
土
器
④
と
同
一
原
理
の
射

置
文
様
を
も
つ
も
の
（
2
5
・
幻
）
こ
れ
ら
の
退
化
形
と
考
え
得
る
も
の
（
2
9
）

等
が
あ
る
が
、
一
方
で
は
上
下
の
三
角
交
を
互
違
に
置
い
て
申
聞
の
窪
聞
が
波

状
文
の
様
に
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
2
0
1
2
2
）
。
又
文
様
帯
下
端
に
は

④
と
同
手
法
の
弧
交
、
波
状
文
を
用
い
た
も
の
（
％
・
2
6
・
2
7
）
も
見
ら
れ
る
。

殊
に
注
目
さ
れ
る
も
の
は
2
0
に
見
ら
れ
る
胴
部
上
下
の
界
雷
文
で
、
大
町
A
式

に
現
わ
れ
る
己
様
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
し
か
も
此
の
土
器
の
口
縁
部
に
施
さ

れ
た
文
様
と
前
述
の
界
帯
文
と
の
類
似
か
ら
考
え
れ
ば
、
　
一
般
に
口
縁
部
山
　
歯

突
起
の
下
に
屡
々
見
ら
れ
る
く
形
文
は
、
此
の
大
悟
A
式
文
様
の
退
化
形
で
は



な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
胴
上
部
に
二
列
の
結
羅
文
を
持
つ
た
も
の
（
2
8
）
も
見

受
け
る
。

　
甕
形
土
器
⑨
は
大
型
壷
形
土
器
①
と
同
様
、
穿
下
は
縄
交
の
み
で
あ
る
。

　
高
杯
形
土
器
㈹
の
杯
部
に
は
、
半
裁
竹
管
に
よ
る
不
整
形
な
装
飾
が
施
さ
れ
、

脚
部
は
上
下
に
刺
突
波
状
文
の
界
帯
を
も
ち
、
そ
の
間
を
羅
文
地
に
工
字
古
風

の
文
様
を
置
い
た
も
の
（
3
5
）
と
、
弧
文
を
組
合
せ
た
も
の
（
3
6
・
3
7
）
等
が

見
ら
れ
る
。

　
以
上
の
他
太
い
箆
描
線
を
用
い
た
も
の
（
ユ
・
3
・
5
・
9
・
1
1
・
2
1
・
2
2

・
2
6
等
）
、
細
い
箆
描
線
を
用
い
た
も
の
（
2
・
6
・
2
5
・
2
7
・
2
9
等
）
、
少
数

の
半
載
竹
管
文
を
持
つ
た
も
の
（
1
2
・
3
0
等
）
等
が
あ
り
、
或
は
又
最
手
文
も

一
例
（
1
3
）
存
在
す
る
。
こ
の
事
実
の
示
す
意
昧
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
事

儲

に
し
た
い
．

　
さ
て
以
上
で
大
体
丈
様
に
つ
い
て
の
説
明
は
尽
き
る
が
、
此
処
に
も
う
一
つ

縄
交
の
施
文
法
に
つ
い
て
附
加
し
て
置
き
た
い
。

　
本
遣
蹟
の
土
器
は
高
儀
脚
部
コ
片
を
除
い
て
、
他
の
全
て
に
縄
交
が
印
せ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
縄
文
は
、
普
通
の
斜
恋
文
よ
り
も
、
縦
或
は
横
に
走

る
も
の
が
多
く
（
縦
4
。
9
・
1
5
・
2
7
・
2
9
・
3
2
等
、
横
1
・
2
・
7
・
8
・

10

E
1
1
・
1
3
・
2
0
1
2
5
等
）
、
斜
縄
文
で
も
斜
に
帯
状
に
走
る
も
の
が
見
ら
れ

る
（
1
2
等
）
。
こ
う
し
た
施
文
法
の
特
色
即
ち
、
ど
の
様
な
纒
文
原
体
を
恐
い
、

ど
の
様
に
土
器
面
に
廻
転
さ
せ
た
か
を
し
ら
べ
て
み
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
左
に
示
す
表
は
佐
原
真
君
の
調
査
に
よ
っ
た
も
の
で
、
山
内
清
男
氏
の
縄
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
記
載
法
を
用
い
て
い
る
。

塗
塗

朱
朱

朱塗

朱塗

縄交の撚り
と廻転方向

RLorRRL縦イ横や
LRん・etc

RL縦ル斜ト）

RRL縦β斜ト・＞

IJLR（or　LR），L，）

R
LPN　or　Lr，R，k」

LRorLLR．横β斜1→
RL。，RRL維β
　　　　　　斜ト〉
工’R　or工’LRA，）

LR　or　LLRI｛）　？

LRIL．，．　？

Rしや。エLR／～

RLA，・＆1一＞

Rしん＆1→

RRLrm）
　　　1
RL　or　RRL　）＞

LR　or　LLR，K．　orl一＞

LR　or　LLR．K．一i一＞

LRI一〉　）〉

ナシ

RL　or　？xRL！一＞

LRI一〉　？

ナシ

ナシ
RLorRRLI一〉　LSt　〉．s　？

RL　or　RRL　r．N

RLを多方向に廻
転
R齢or脳
RRL　or　RLI一＞

RL！→＆も
　　1　’V＋

RLI一〉＆As

胴Ri籍下部RL・rR
RLI－L＞RLorl？NRIJ，，（」．

LR縦1＞横／＞

LR　or　LLR　．K．

LI・R斜口癖／も

RLorRRL縦イ
　　　　　　横や

地点名講

16

Q3

Q9

S
2
4
1
3
7
1
0
1
2
2
0
鈴
1
1
8
9
拓
1
9
1
3
2
1
3
0
3
6
3
1
3
4
3
5
3
7
1
8
2
5
1
4
1
7
6
2
7
2
8
2
5
2
2
臼
2
6
3
2

A

B
　
C

F
　
G

旧
H

G

1

J

L
M

N
　？

　Q
　A’

Aトレ
ンチ
癒附近

不明

　　　縄
　　　丈　　1→　　　蕊一・
但し
　　　原
　　　体廻転方向撚糸丈

一
糧
鋳
眼
天
王
山
遺
蹟
の
弥
生
式
土
器
（
坪
井
）

五
七

〈57）



　
　
　
　
　
福
縣
門
県
天
王
由
田
嘘
魁
蹟
の
弥
生
式
土
皿
僻
（
輝
井
）

　
別
表
に
示
さ
れ
る
通
り
、
本
遺
糞
で
用
い
ら
れ
て
い
る
纒
文
は
、
縄
の
撚
り

方
が
右
撚
り
（
R
）
と
慮
撚
り
（
L
）
が
ほ
ぼ
四
対
六
の
比
で
見
出
さ
れ
る
。

一
撚
の
方
向
の
判
明
す
る
3
9
例
申
5
9
％
は
肌
、
4
1
％
は
磁
一
そ
の
上
各
地

点
と
も
両
様
の
撚
り
方
が
混
在
し
、
僅
か
に
H
地
点
の
み
裁
の
み
を
用
い
て

い
る
様
に
見
え
る
が
、
こ
れ
と
て
も
H
地
点
毘
土
晶
の
全
て
を
検
照
し
た
訳
で

な
い
か
ら
断
言
出
来
な
い
。
こ
の
様
な
こ
と
は
羽
状
纒
文
を
用
い
る
時
期
以
外

に
は
珍
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
皿

　
土
器
以
外
の
遺
物
と
し
て
は
玉
製
品
、
石
器
類
、
土
製
品
が
採
集
さ
れ
て
い

る
の
で
、
簡
単
に
ふ
れ
て
置
き
た
い
。

　
玉
製
晶
で
は
碧
玉
製
の
管
玉
が
一
個
あ
る
。
痩
形
で
は
な
い
が
直
径
α
8
㎝
現

　
　
　
　
ユ

存
長
さ
L
㎝
の
も
の
で
あ
る
。
石
器
と
し
て
注
目
さ
れ
る
一
つ
に
、
環
状
石
斧

が
あ
る
。
半
ば
歓
失
し
て
い
る
が
復
原
径
麗
厚
さ
2
9
㎝
孔
径
窓
片
面
の
孔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

の
周
餌
に
帯
状
隆
起
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
閃
緑
岩
系
統
の
石
で
あ
る
と
愚
わ

れ
る
。
数
的
に
最
も
多
い
も
の
は
ア
メ
リ
カ
馬
繋
と
言
わ
れ
る
特
殊
な
柄
を
持
・

つ
打
製
石
鎌
で
あ
る
。
土
製
品
と
し
て
は
紡
錘
車
が
2
個
採
集
さ
れ
て
い
る
。

何
れ
も
紡
錘
車
と
し
て
特
に
作
っ
た
も
の
で
、
一
つ
は
片
薗
に
刺
突
文
の
環
圏

を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
径
麗
㎝
厚
さ
P
㎝
。
；
は
半
を
鮫
き
表
裏
に
刺
突
丈

を
特
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
以
上
の
申
で
管
玉
の
出
土
は
最
近
大
変
例
が
ふ
え
た
が
環
状
石
斧
の
締
嵐
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

珍
ら
し
く
ア
メ
リ
カ
式
石
鎌
も
こ
の
様
に
多
数
採
集
さ
れ
た
康
は
余
り
例
を
見

な
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
耳

　
以
上
の
様
な
天
王
山
遺
蹟
の
遺
物
の
示
す
処
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
問
題
が

含
ま
れ
て
い
る
が
、
先
ず
始
め
に
、
天
王
山
の
土
器
が
、
一
見
悪
文
式
土
器
に

近
い
様
相
を
示
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
見
た
い
。

　
天
王
山
出
土
の
土
器
の
中
で
、
西
日
本
の
弥
生
式
土
聡
を
見
な
れ
た
目
に
奇

異
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
二
・
三
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
甕
形
土
器
④
と
し
た
一

群
の
土
器
（
2
0
－
2
1
）
で
、
出
土
量
の
最
も
多
い
歪
形
で
あ
る
。
墨
形
と
し
て

は
甕
形
で
あ
り
乍
ら
、
弥
生
式
土
器
に
於
け
る
一
般
的
な
原
型
を
破
っ
て
、
豊

富
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
多
く
が
明
ら
か
に
火
に
か
け

て
用
ひ
た
痕
跡
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
尤
も
火
に
か
け
た
と
言
っ
て
も
、

縄
製
獣
形
土
器
④
の
ひ
ど
い
焦
つ
き
に
比
べ
れ
ば
、
煤
け
方
は
少
い
が
、
申
に

は
2
3
・
9
4
f
2
9
の
様
に
内
面
に
膚
機
物
が
焦
げ
付
い
て
い
る
例
竜
も
見
ら
れ
る
。

処
が
、
更
に
曲
形
土
黙
④
と
同
じ
様
に
煤
け
た
も
の
に
、
壷
形
土
器
（
3
．
7
．

13

E
1
4
）
が
あ
る
。
こ
の
様
な
艶
書
は
、
一
般
の
弥
生
式
土
器
に
示
さ
れ
る
器

形
と
機
能
と
の
明
瞭
な
結
び
つ
き
と
対
比
し
て
み
る
時
、
両
者
の
関
係
が
絹
当

ル
ー
ズ
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
5
。
こ
の
嫌
な
人
笑
は

｝断

P
本
の
古
い
様
式
に
見
る
様
な
器
形
と
機
能
と
の
固
定
し
た
関
係
が
薄
れ
、

逆
に
纒
文
質
時
代
」
に
建
て
田
植
い
ら
伽
た
プ
リ
ン
シ
プ
ル
に
鵬
似
っ
て
土
器
を
黒
い

（5S）



る
風
が
強
く
出
て
来
た
為
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
此
の
様
に
装

飾
を
も
つ
た
深
鉢
形
土
器
が
火
に
か
け
て
用
い
ら
れ
た
例
は
東
北
地
方
縄
文
式

　
　
　
　
　
⑨

晩
期
丈
化
の
土
器
に
多
く
見
ら
れ
る
特
徴
だ
か
ら
で
あ
る
、
、

　
同
様
な
事
が
片
口
を
持
つ
た
土
器
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
即
ち
壷
形
土
器

（
8
）
甕
形
土
器
（
2
0
）
鉢
形
土
器
（
3
3
）
高
蟻
形
土
器
（
3
4
）
等
の
各
種
の

器
形
を
通
じ
て
片
口
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
片
口
は
機
能
の
上
か
ら
液
体
を
注

ぐ
為
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
液
体
を
取
扱
う
器
形
が
不
定
だ
っ
た

こ
と
を
意
昧
し
て
い
る
。
最
も
極
端
な
の
は
、
高
杯
の
杯
部
に
全
て
片
口
が
つ

い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
弥
生
式
的
な
器
形
と
機
能
の
関
係
を

無
視
し
た
好
例
と
言
え
よ
う
。

　
も
う
一
つ
片
口
土
器
に
関
聯
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
注
ロ
土
器
C
で
あ
る
。

注
口
土
器
は
元
来
説
文
式
土
器
特
膚
の
器
形
で
あ
る
が
、
弥
生
式
土
器
に
も
か

か
る
雛
形
が
作
ら
れ
る
事
は
、
縄
文
式
文
化
の
伝
統
を
伝
え
る
も
の
と
解
し
得

る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
様
な
羅
文
式
文
化
の
伝
統
は
、
東
日
本
弥
生
式
土
器
全
般
に
見
ら
れ
る

現
象
で
あ
る
が
、
卵
形
の
み
で
な
く
文
様
の
上
に
も
端
的
に
現
わ
れ
、
天
王
山

で
は
特
に
そ
め
傾
向
が
強
い
。
例
え
ば
、
先
に
も
触
れ
た
2
0
に
見
ら
れ
る
工
専

文
風
の
文
様
や
、
2
1
に
見
ら
れ
る
衆
縁
突
起
内
面
の
く
形
切
込
、
2
9
の
口
縁
突

趨
と
弧
線
交
と
の
関
係
が
、
2
3
・
％
の
様
に
弧
線
文
の
継
目
が
突
起
の
中
央
に

な
く
て
一
方
に
片
寄
っ
て
い
る
事
実
等
は
亀
ケ
岡
式
の
装
飾
法
に
類
似
し
肉
も

　
　
　
　
　
禰
島
県
天
王
山
遮
蹟
の
弥
生
式
土
器
（
坪
井
ソ

の
で
あ
る
。
叉
3
・
3
1
等
は
薄
手
に
作
ら
れ
た
土
質
・
焼
成
等
一
見
亀
ヶ
義
脚

の
精
良
な
土
野
を
思
わ
ず
も
の
が
あ
る
。
叉
忘
形
土
器
が
一
般
に
円
筒
形
の
明

瞭
な
頸
部
を
持
つ
事
は
、
之
又
臥
ケ
岡
式
の
壷
形
土
器
に
見
る
特
色
を
残
し
た

も
の
と
解
さ
れ
は
し
な
い
だ
ろ
5
か
。

　
t
の
様
に
一
方
で
は
縄
交
配
土
器
の
伝
統
を
豊
か
に
備
え
て
い
る
か
に
見
え

る
に
も
拘
ら
ず
、
他
方
黒
地
に
盛
行
す
る
晩
期
縄
文
式
土
器
と
比
較
す
る
時
、

そ
こ
に
天
王
山
の
土
器
が
明
確
な
る
弥
生
式
土
器
で
あ
る
事
を
示
す
幾
多
の
特

色
が
認
め
ら
れ
る
。

　
第
一
に
東
北
地
方
の
縄
文
式
晩
期
の
土
器
に
比
べ
て
余
り
に
も
鵠
形
の
変
化

に
乏
し
い
こ
と
で
あ
る
。
亀
ケ
岡
式
（
大
洞
式
）
の
各
期
に
於
て
は
心
掛
つ
た

器
形
で
あ
り
乍
ら
、
部
分
的
な
変
化
か
ら
分
類
す
る
と
数
十
種
に
区
別
し
得
る

の
に
較
べ
れ
ば
、
此
処
で
は
弥
生
式
土
器
通
有
の
壷
、
甕
、
高
論
の
原
則
外
に

幾
ら
も
出
て
い
な
い
。

　
第
二
に
縮
交
式
晩
期
の
伝
統
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
装
飾
が
部
分
的
に
は
殴
、
、

使
用
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
装
飾
の
根
底
を
な
す
も
の
は
、
周

辺
地
域
に
見
ら
れ
る
弥
生
式
土
器
の
そ
れ
に
通
ず
る
事
で
あ
る
。
即
ち
東
北
地

方
羅
文
式
晩
期
の
特
色
た
る
按
巧
的
な
装
飾
原
理
と
較
べ
れ
ば
、
い
か
に
も
簡

素
化
さ
れ
た
弥
生
式
的
な
雰
囲
気
を
そ
こ
に
感
じ
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
以
上
の
平
な
特
質
を
持
つ
た
土
器
を
我
々
は
今
後
天
王
山
［
式
と
呼
び
た
い
。

　
　
　
　
　
　
V

五
九

（59）



　
　
　
　
　
衙
烏
塁
歪
重
富
陵
の
弥
生
式
土
器
（
坪
ど

　
天
王
山
式
土
器
は
本
遺
蹟
以
外
に
余
り
そ
の
例
を
知
ら
な
い
。
鰹
か
に
仙
台

　
　
　
　
　
　
　
⑪

市
南
小
泉
遺
蹟
出
土
の
二
・
三
の
口
縁
部
と
、
’
東
白
河
郡
棚
倉
町
比
丘
尼
堂
遺

麟
の
一
例
を
そ
れ
に
比
定
し
得
る
の
み
で
あ
る
。
と
は
言
え
天
王
山
以
外
で
の

天
王
山
式
土
器
の
採
集
が
見
ら
れ
る
事
は
、
天
王
山
遺
蹟
の
天
王
匿
式
土
器
が

特
に
例
外
的
な
そ
の
土
地
だ
け
の
土
器
で
な
い
事
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
天
王
山
式
と
同
じ
く
陸
前
か
ら
磐
城
岩
代
全
域
に
広
く
分
布
す
る
桝
形

　
　
⑫

囲
式
土
器
（
絨
［
後
山
草
荷
と
も
一
連
の
も
の
）
と
天
王
山
式
と
の
関
係
は
、
桝

形
囲
式
の
申
に
多
い
転
筆
と
第
3
図
3
3
の
小
型
無
形
土
器
が
同
様
の
も
の
で
あ

る
．
」
と
、
及
び
山
草
萄
の
多
形
土
器
一
「
弥
生
式
土
墾
成
図
録
嚇
、
吻
、

一
が
甕
形
土
器
⑯
に
類
似
し
た
各
様
を
も
つ
こ
と
等
、
何
ら
か
の
関
連
を
思

わ
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、
他
に
は
極
め
て
類
似
点
が
少
く
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
尚
後
日
の
研
究
に
侯
ち
た
い
。

　
現
在
天
王
講
式
と
最
も
近
縁
関
係
を
求
め
得
る
士
器
は
上
野
芝
吾
妻
郡
岩
櫃

⑧山
［
の
土
器
で
あ
る
。
岩
円
山
出
土
の
甕
形
土
器
の
胴
上
部
に
見
ら
れ
る
三
角
連

繋
文
の
一
例
は
、
天
王
山
の
書
風
図
5
と
近
似
し
、
し
か
も
、
そ
の
器
品
は
明

ら
か
に
天
王
山
の
甕
形
土
器
④
と
同
系
統
で
あ
り
な
が
ら
口
縁
部
は
ま
だ
天
王

山
式
の
様
に
発
達
し
て
い
癒
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
岩
櫃
山
や
、
こ
れ
に
類
似
し
た
常
陸
女
方
1
5
号
竪
穴
の

土
器
等
即
野
沢
式
が
、
条
痕
を
失
い
且
茄
子
の
突
起
を
発
達
さ
せ
て
、
漸
次
天

王
山
の
太
い
箆
魚
文
を
も
つ
土
器
に
移
行
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
更
に
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
σ

王
島
式
の
中
で
、
太
箆
描
交
か
ら
細
箆
描
出
に
移
り
、
こ
れ
が
坐
－
裁
竹
旧
交
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

櫛
目
丈
に
変
化
し
や
が
て
十
王
台
式
が
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
3
。

　
と
こ
ろ
が
岩
燈
山
［
の
土
器
や
、
女
方
1
5
号
竪
穴
の
土
器
の
特
色
は
、
条
痕
と

太
箆
で
描
い
た
磨
消
縄
文
で
、
こ
の
様
な
特
徴
を
持
つ
た
土
器
は
北
は
磐
城
、

岩
代
か
ら
関
東
一
円
に
分
布
し
、
更
に
こ
れ
は
語
部
山
地
及
び
尾
・
三
地
方
に

見
ら
れ
る
条
痕
の
多
い
土
器
と
密
接
な
関
聯
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
W

　
以
上
の
様
な
、
惜
気
本
の
弥
生
式
土
器
に
、
接
触
式
土
器
な
る
名
称
が
附
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
名
は
杉
原
荘
軍
器
に
よ
っ
て
提
唱
ざ
れ
た
も
の
で
、
羅
文
式

文
化
と
弥
生
式
文
化
と
の
接
触
に
よ
っ
て
生
じ
た
文
化
の
土
器
の
意
で
用
い
ら

　
　
　
⑰

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
此
処
で
根
本
的
に
指
摘
し
た
い
事
は
、
　
“
接
触
”
の
行
わ
れ
る
べ

き
縄
文
式
文
化
と
弥
生
式
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
氏
の
説
に
よ
れ

ば
、
接
触
式
文
化
は
弥
生
式
文
化
の
第
二
時
的
な
段
階
、
即
ち
最
初
に
西
日
本

全
土
に
弥
生
式
文
化
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
交
化
圏
以
東
で
は
尚
純
粋
な
野
心
式

文
化
が
併
行
し
て
栄
え
て
い
た
。
や
が
て
、
此
の
一
一
つ
の
文
化
が
接
蝕
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
た
文
化
を
接
触
式
と
名
付
け
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
弥

生
式
文
化
は
、
そ
の
発
生
ゆ
段
階
に
於
て
、
既
に
肝
煎
直
交
化
の
伝
統
を
含
ん

で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
弥
生
式
と
い
う
臼
本
独
自
の
文
化
の
発

生
を
促
し
た
、
大
陸
文
化
の
波
を
、
最
初
に
受
入
れ
た
の
は
外
な
ら
ぬ
九
州
の

（60）



「
羅
文
式
文
化
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
弥
生
式
前
期
の
土
器
に
大
陸
お
よ
び

朝
鮮
半
島
の
土
器
と
を
区
別
し
得
る
独
自
性
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
様
な

独
自
性
を
発
生
せ
し
め
た
も
の
こ
そ
九
州
に
於
け
る
証
文
式
文
化
の
伝
続
で
あ

っ
た
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
事
実
遠
賀
川
式
と
呼
ば
れ
る
弥
生
式
前
期
の
土
期

は
、
董
、
甕
、
高
嶺
と
い
5
、
大
陸
農
耕
文
化
に
共
通
し
た
書
論
の
セ
ッ
ト
を

完
成
さ
せ
て
い
る
点
で
は
、
垂
範
形
箱
研
土
器
と
、
粗
製
深
潭
形
土
器
の
組
合

せ
を
膚
っ
て
い
た
九
州
の
寵
文
華
晩
期
の
土
器
と
は
異
っ
て
い
る
が
、
其
他
の

土
質
、
焼
成
、
成
形
義
士
の
細
部
に
亙
っ
て
見
る
時
、
明
ら
か
に
縄
文
式
文
化

の
慣
用
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
遠
賀
川
式
土
器
の
分
布
東
限
は
、
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
様
に
、

ほ
野
尾
張
、
三
河
の
線
が
境
界
と
な
っ
て
い
る
が
、
所
謂
東
日
本
弥
生
式
土
器

も
此
の
線
を
西
の
境
界
と
し
て
い
る
事
は
単
な
る
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
か
。

此
の
境
界
線
の
東
に
は
、
日
本
の
脊
稜
を
な
す
申
部
山
地
が
存
在
す
る
、
こ
の

山
地
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
る
東
・
酉
の
両
地
域
は
気
候
条
件
に
差
異
を
生
じ
て

い
る
。
即
ち
現
在
、
こ
の
境
界
線
以
西
の
地
域
は
、
夏
季
の
気
候
条
件
が
北
九

州
地
方
と
殆
ん
ど
大
差
な
い
程
度
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
以
東
の
地
域
で
は
少

く
と
も
2
。
C
の
平
均
温
度
差
を
示
し
、
父
日
照
時
間
に
於
て
も
1
0
－
2
0
時
聞

（
月
平
均
）
の
差
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
稲
の
播
種
、
出
聴
、
成
熟

の
時
期
に
平
均
一
箇
月
の
差
を
生
じ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
水
稲
の
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

混
性
品
種
と
感
光
性
品
種
の
分
布
に
つ
い
て
み
た
場
合
、
西
に
感
光
性
品
種
が

　
　
　
　
　
塘
固
拠
門
県
天
王
山
遺
蹟
の
弥
生
ゐ
俄
土
器
（
坪
井
）

卓
越
し
、
東
に
感
温
性
品
種
が
卓
越
す
る
結
果
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
而
し

て
「
感
光
性
の
高
い
遺
伝
子
が
優
性
、
叉
感
温
性
の
低
い
も
の
が
優
性
で
あ
る
」

と
こ
ろ
が
ら
、
最
初
感
光
性
の
高
い
感
温
性
の
低
い
品
種
が
輸
入
さ
れ
、
漸
次

土
地
に
馴
化
し
て
感
光
性
の
低
い
、
感
温
性
の
高
い
品
種
に
改
良
さ
れ
て
行
っ

た
と
い
弓
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
纂
と
弥
生
式
に
於
け
る
策
西
の
境

界
線
を
考
え
合
せ
る
時
、
我
々
は
此
処
に
此
の
境
界
線
の
特
っ
意
味
を
汲
み
取

る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
弥
生
式
時
代
と
現
代
と
に
、
地
形
的
に
極
端
な
変

化
が
考
え
ら
れ
な
い
以
上
気
候
条
件
も
根
本
的
に
は
変
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、

北
九
州
に
入
っ
た
稲
作
技
術
は
、
気
候
条
件
の
似
通
っ
た
此
の
境
界
線
以
西
の

地
に
は
短
時
日
の
中
に
浸
透
し
得
た
が
、
以
東
に
及
ぶ
ま
で
に
は
ま
ず
そ
の
稲

そ
の
も
の
の
馴
化
を
必
要
と
し
、
そ
れ
に
塗
る
一
定
の
時
聞
を
要
し
た
で
あ
ろ

弓
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
結
果
、
土
器
の
分
布
に
前
述
の
様
な
境
界

線
が
出
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
此
の
時
境
界
線
以
東
の
地
域
は
、
纒
文
面
晩
期
に
於
て
最
も
華
麗
、
繁

雑
な
土
器
を
も
つ
所
謂
亀
ケ
善
管
文
化
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
農
耕
文
化
を
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

り
入
れ
た
西
日
本
と
は
、
逆
に
そ
の
生
物
地
理
的
環
境
が
縄
文
式
晩
期
文
化
の

発
展
に
よ
り
適
し
て
い
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
。
此
の
点
に
就
い
て
は
、
山
内
．

清
男
氏
の
説
か
れ
る
“
貯
蔵
食
品
と
し
て
の
鮭
、
鱒
が
遡
上
す
る
河
川
の
南
根

と
・
亀
ヶ
転
帰
の
叢
濃
と
の
関
連
麺
塗
物
地
理
諾
な
三
笠
っ

て
一
示
唆
を
与
え
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

述
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福
膳
門
県
天
王
山
纏
磁
題
の
弥
生
式
土
器
（
坪
井
）

　
即
ち
弥
生
式
文
化
白
「
体
の
制
約
と
共
に
、
縄
文
式
文
化
の
一
一
次
的
な
抵
抗
が

此
の
線
に
於
て
現
わ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
や
が
て
こ
の
制
約
や
、
抵
抗
を
乗
黛
越
え
て
、
更
に
東
に
稲
を
持
つ
た
弥
生

式
文
化
が
伝
播
し
た
時
に
、
聾
ハ
処
に
出
来
た
土
器
は
、
西
日
本
の
弥
生
式
土
器

と
対
称
的
な
外
見
一
磨
消
堺
町
と
条
痕
を
持
つ
た
土
器
1
と
し
て
出
現
し

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
北
関
東
・
策
北
地
方
南
部
毎
野
沢
式
で
あ
り
、
こ
れ

よ
り
炎
生
し
た
も
の
と
し
て
此
処
に
報
告
し
た
天
王
山
式
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら
を
遠
賀
川
式
土
器
と
比
較
す
る
時
、
著
し
く
地
方
的
色
彩
を
強

く
感
ず
る
の
で
あ
る
。
此
の
差
異
は
、
東
之
本
へ
の
馴
化
を
示
す
と
共
に
、
東

日
本
弥
生
式
文
化
が
遠
賀
川
式
と
並
行
す
る
も
の
で
な
く
て
、
遠
賀
川
式
を
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
で
各
地
に
起
つ
た
所
の
、
よ
り
地
方
性
の
濃
厚
な
文
化
と
同
時
性
を
も
つ
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
正
当
に
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
5
。

　
①
　
藤
陣
田
定
市
『
天
王
山
軌
恩
跡
の
出
　
土
品
に
つ
い
て
』
昭
和
2
5
・
1
1
・
2
3

　
　
　
藤
田
矩
市
『
冨
ハ
王
山
喰
恩
跡
の
調
査
報
盈
口
』
昭
和
一
2
6
・
－
・
1
5

　
　
　
藤
田
定
串
巾
『
天
王
山
式
土
罪
僻
の
隷
様
図
集
』
昭
和
2
6
・
1
0
・
2
8

　
②
　
唐
…
古
、
女
方
等
の
他
に
一
二
日
本
に
お
い
て
同
晶
禄
の
繭
滋
蹟
が
多
轍
貯
見
出
｝
さ

　
　
　
れ
る
が
、
共
通
し
た
特
崩
似
は
直
径
一
一
二
鶏
の
怖
脚
隔
一
階
か
ら
雪
柳
形
土
駆
鮒

　
　
　
の
み
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
③
　
噌
璽
形
土
器
の
、
口
縁
を
明
確
に
片
口
状
障
作
っ
た
も
の
は
松
∵
不
一
巾
城
山
造

　
　
　
蹟
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
（
松
本
博
絢
鳳
獺
蔵
－
昭
和
十
八
年
実
測
）

　
④
　
弥
生
式
土
器
の
布
目
底
は
近
江
、
尾
張
地
方
の
古
式
櫛
目
土
器
を
時
限

⑤⑥⑦⑧⑨⑩

六
二

と
し
て
、
東
口
本
弥
生
式
土
器
の
一
つ
の
・

メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
し
得
る
も
の
と
舜
、
れ
　
　

禽
　

舞
δ
◎

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼻

聾
薫
謬
鐘
灘
灘
　
既

｛膝

X
栄
一
『
信
濃
諏
訪
町
踊
場
の
土
器
』

人
瀕
学
雑
誌
4
9
i
1
0
、
昭
9
。
1
0

江
坂
輝
弥
「
絹
繊
…
五
領
ケ
台
貝
塚
調
査
報
F

告
』
藩
学
集
刊
第
＝
幣
、
墾
・
u
　
　
¢
畠
d
6
参
6
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式

繊
辮
灘
縮
縫
擁
難
凝
鋤

蕎
・
如
く
で
…
．
・
　
難
R
図

・
の
繋
環
状
隆
起
・
彗
環
状
石
讐
　
　
　
　
驚

つ
い
て
は
八
幡
一
郎
『
環
状
石
斧
』
考
古

学
1
－
2
、
昭
5
・
3

鱗灘　は
現
在
七
例
知
ら
れ
て
い
る
。
壱
岐
原
・
．
．
、
、
・
．
。
腿
．
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＠・⑫⑧⑭＠＠⑰

辻
、
肥
後
高
木
原
、
信
濃
丸
山
轟
二
例
、
信
濃
栗
林
二
例
、
天
王
山
二

例
で
あ
る
。
水
野
清
｝
『
鬼
が
島
・
壱
岐
の
考
古
調
査
』
科
学
朝
日
1
2

－
2
号
、
昭
二
七
。
二
、
戸
沢
充
則
『
岡
谷
市
丸
山
の
弥
生
式
土
器
』

諏
訪
考
古
学
5
。
等
参
照

天
王
諸
式
の
名
称
は
藤
田
氏
の
他
に
伊
策
信
雄
氏
に
よ
っ
て
も
用
い
ら

れ
て
い
る
。

伊
東
信
雄
『
寅
一
北
地
方
の
弥
生
式
文
化
』
二
化
　
2
i
4
、
昭
2
5
・
1
0

｛
岡
小
泉
遺
蹟
出
土
品
に
つ
い
て
は
松
本
源
吉
氏
“
箆
集
晶
の
写
一
節
、
棚
倉

遺
蹟
の
“
も
の
は
杉
原
氏
拓
本
・
に
よ
っ
た
。

山
内
清
男
氏
に
よ
れ
ば
桝
形
囲
式
と
南
小
泉
と
は
厳
密
に
は
異
る
と
の

鐵
で
あ
る
が
、
共
通
点
三
又
多
く
、
こ
こ
で
は
更
に
広
い
意
味
に
解
し

て
南
御
出
の
主
体
を
な
す
土
器
、
山
草
荷
の
土
器
を
も
土
質
、
焼
成
、

施
丈
等
か
ら
一
括
し
て
桝
形
囲
式
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
扱
っ
た
。

杉
原
氏
資
料
に
よ
る
。
な
お
岩
櫃
山
に
つ
い
て
は
、
長
田
実
『
上
州
岩

出
山
岩
窟
遺
跡
発
掘
記
』
考
古
学
1
1
－
2
、
昭
1
5
・
2

田
中
團
男
『
弥
生
式
細
演
式
・
凹
溜
文
化
の
研
究
』
昭
1
9
・
3

十
王
台
式
に
関
し
て
は
山
内
清
男
『
先
史
土
器
図
譜
』
第
一
部
第
二
輯

昭
U
・
7
参
照
。
な
お
十
王
台
式
と
杉
原
氏
の
二
軒
屋
式
と
は
近
似
せ

る
る
も
の
で
あ
る
。

杉
原
荘
介
『
原
史
単
序
論
』
昭
和
十
八
年
版
に
「
弥
生
式
文
化
の
東
漸

と
接
触
丈
化
の
形
成
」
な
る
一
節
が
見
ら
れ
る
が
、
昭
和
二
一
年
版
は

改一

�
ｳ
れ
、
こ
の
臨
購
が
一
臭
に
展
閉
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
亀
禰
で
は
後
土
屑

に
よ
っ
た
。

福
島
県
天
王
山
遣
蹟
の
弥
生
式
土
器
（
坪
井
）

＠＠　（D＊

松
尾
孝
嶺
『
日
本
の
無
…
』
口
器
・
－

山
内
清
男
氏
の
日
本
考
古
単
協
金
属
2
4
年
秋
総
会
講
演
に
よ
る
．
、

緬
等
式
時
代
後
期
及
び
晩
期
を
通
じ
て
各
地
を
通
筏
す
る
時
、
そ
の
装

飾
の
根
本
を
貫
く
も
の
と
し
て
、
九
州
に
於
て
は
縄
文
を
施
す
築
の
稀

な
直
線
的
装
飾
と
、
装
飾
の
稀
少
性
と
が
挙
げ
ら
れ
、
之
に
対
比
さ
れ

る
東
北
地
方
は
縄
文
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
曲
線
的
装
飾
と
、
且
豊
富

な
装
飾
性
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
な
根
本
的
性
格
が
弥
生

式
丈
化
に
受
け
つ
が
れ
、
地
域
性
を
陰
地
で
溌
漏
し
は
じ
め
る
と
、
九

州
に
発
生
し
た
竜
の
は
須
玖
式
と
い
う
、
突
帯
を
一
、
二
条
め
ぐ
ら
す

以
外
の
袷
ん
ど
の
装
飾
を
持
た
な
い
亀
の
と
な
η
、
近
畿
地
方
に
於
て

は
両
出
前
の
中
…
聞
的
な
…
秘
目
交
の
盛
行
四
が
冒
兄
ら
れ
、
束
日
本
一
で
は
曲
［
線
…
約

な
丈
様
に
、
伝
統
の
強
い
縄
文
を
配
し
た
東
日
本
弥
生
式
土
器
と
し
て

現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
提
出
［
後
日
本
考
吉
学
協
会
第
十
一
回
総
会
で
伊
東
信
雄
氏
よ
り
、

ア
メ
リ
カ
式
石
鐡
は
桝
形
囲
式
に
伴
っ
て
昏
地
で
出
土
し
て
い
る
と
の

教
示
を
え
た
。

六
三
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